
  
 

 
 
 
 

 
 

未来に向かう３月となるために 

校 長 本橋 忠旗 

 

正門脇の梅の木にやっと花が咲くようになってきました。ここへきて、ようやく暖かくなってきまし

た。創立 85周年を迎えた今年度も間もなく区切りを迎えようとしています。保護者の皆様、地域の皆様

には、様々なところでのご支援・ご協力をいただきながらここまで歩みを進めることができました。あり

がとうございました。 

さて昨年度、近隣の中学校の卒業式に参加をする機会がありました。その中学校では、式中に卒業生が

歌う曲を生徒たちで決めているということでした。卒業生が選んだ楽曲は RADWIMPS（野田洋次郎作

詞・作曲）の「正解」という曲でした。曲を聞いていて印象的な歌詞がありました。 

 

 

 

 

RADWIMPS は 2001年に結成されたバンドで、映画「君の名は。」「天気の子」「すずめの戸締まり」

で日本アカデミー賞最優秀音楽賞を受賞したこともある若者に大変人気のあるグループです。曲中では、

♪の部分が繰り返され、「答えがある問いばかりを 教わってきた」という歌詞を聴いた時、思わず鳥肌が

立ったのを覚えています。 

学校という場に勤める私たち自身が、ときに分かり切った教科書の内容や大人都合の「答え」にとらわ

れてしまうことはなかったかと考えさせられました。♬の部分では、「一番大切な君との仲直りの仕方」

「大好きなあの子の心の振り向かせ方」といった歌詞が続き、そして「なに一つ見えない僕らの未来だか

ら 答えがすでにある問いなんかに用などはない」と言い切ります。最後には、「次の空欄に当てはまる

言葉を書き入れなさい ここでの最後の問い」「制限時間はあなたのこれからの人生 解答用紙はあなた

のこれからの人生 答え合わせの時に私はもういない だから採点基準は あなたのこれからの人生」と

聴き手に投げ掛けて曲の最後が締めくくられます。 

調べてみると、この曲は高等学校の卒業式を中心に盛んに歌われていることを知りました。まさに、自

分の進路を自らの意思で決定し、教科書もなくテストでは測り知れない世界に一歩を踏み出そうとする 18

歳の春だからこそ、この歌詞の意味するところが多くの高校生の心に響くのだと思います。 

子供たちはいずれ、社会の一員として自立していく存在です。この歌を聞いて感じることは、「共に考

えること」の大切さです。大人の都合や一面的な見方で考えず、共に考えながら納得解や最適解を見つけ

出していくことの大切さ、そんなメッセージを私たちに発しているように思えました。 

高四小では、今年度、総合的な学習の時間の授業改善に取り組んできました。この学習では、教科書や

テストはありません。子供自身が見出した課題について、調べたり、情報を収集・整理・分析・したりし

ながら、社会参画の意識や態度の向上を図ります。まさに正解のない課題について、自分なりの「解」を

見付けていく未来志向の学習活動です。 

来年度も、総合的な学習の充実を図り、子供たちには、自分の将来について、明るい希望と勇気をもつ

ことができる小学校生活を積み重ねていかせたいと考えています。 

［参考資料］○Uta-Net：  https://www.uta-net.com/movie/260329/ ／ ○ポップカルチャーのニュースサイト「ナタリー」： https://natalie.mu/  
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＜お知らせ＞ 

・校内俳句展を 3/3～3/14で行います。保護者会の折に、是非ご鑑賞ください。 

・年間を通じた俳句の取り組みが、上廣倫理財団より「学校奨励賞」として表彰されました。 

２）♪あぁ 答えがある問いばかりを 

 教わってきたよ そのせいだろうか 

僕たちが知りたかったのは いつも正解など大人も知らない 

♫  喜びが溢れて止まらない 夜の眠り方 

悔しさで滲んだ 心の傷の治し方 

傷ついた友の 励まし方 

 

https://www.uta-net.com/movie/260329/
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